
復興支援活動の
ご 紹 介

2011年3月11日に発生した東日本大震災以降、
NECはさまざまな形で被災地の支援を行っています。
震災直後から自治体、通信事業者、病院、企業のイン
フラ復旧を支援した他、CSR・社会貢献活動として
の義援金や製品・サービスの提供、社員によるボラン
ティア活動を進めてきました。更に2011年11月には
復興に向けた取り組みを加速するため、営業部門、製
品・サービス部門、事業企画部門などを含む全社横
断組織として「復興支援推進室」を設置し、被災地
の復興をICTによって支援する活動を行っています。

復興を支えるICTの役割
NECでは被災された自治体の皆様の声や、各自治

体の復興計画に基づいて、ICTによる貢献のあり方
を検討し、次の4つの視点から復興まちづくりの提
案を進めています。
（1）	安心して暮らせるまちづくり
防災・減災のための情報収集や住民の皆様への適
切な情報伝達を実現する防災情報システム、避難
生活や居住地の移転などによって分断された地域コ
ミュニティの再生・活性化を支援する地域コミュニ
ティ形成支援システムなど、住民の皆様が安心して、
いきいきと暮らせるまちづくりを支援します。
（2）	ICTによる産業振興
農林水産業、観光など、各地域の強みを生かした産
業を復興し、更に高度化するために、クラウドサービ
ス、M2Mなど最新のICT活用を提案しています。
（3）	自然と共生するエネルギー
災害時のエネルギーを確保すると同時に、平常時
から省エネルギー化を進めるため、再生可能エネル
ギーや蓄電システムを活用したエネルギーマネジメン
トシステムを提供します。
（4）	情報通信基盤の高度化
上記の取り組みを支えるインフラとして、無線ネット
ワークやSDN（Software-Defined Networking）技
術などによる災害に強い高度な情報通信基盤の構築
を提案しています。

こうした取り組みのなかから、ここでは2つの事例
を紹介します。

事例1：コミュニティ形成への取り組み
震災後、被災された方々が入居した仮設住宅では、

重要な情報の伝達・共有、住民間の交流などのコミュ
ニティ機能の形成が課題となっています。さまざまな
地域から来た方々が集まっているため、震災前に存
在していた近隣のつながりが途絶えてしまっている例

も少なくありません。こうした課題に対応する試みと
して、2012年3月から宮城県亘理町の仮設住宅団
地で「地域コミュニティ形成支援システム」の実証テ
ストを行っています。

本システムは簡易なTV送信システムを使って仮設
住宅団地内限定の自主放送を行うものです。仮設住
宅集会場の臨時職員の方などが撮影した集会場での
イベントの様子や行政からのお知らせなどを放送し、
住民の方々の交流の促進などを目指しています。こ
れまでに「住民間で共通の話題ができ会話のきっか
けとなった」「イベントへの参加意欲が高まった」な
どの好意的な評価をいただいています。こうしたコ
ミュニティ形成促進への貢献が評価され、平成25年
度「情報通信月間」東北総合通信局長表彰を受賞し
ました（写真1）。

また、住民の多くが各地に分散して避難している福
島県内の自治体向けに、ネットワークとタブレット端末
を利用して、所在地にかかわらず双方向のコミュニケー
ションを可能とするシステムも提案・導入しています。

事例2：公共施設間ホットラインシステム
震災直後には公衆ネットワークの被災や極度の

回線集中によって、避難所となった小中学校などの
公共施設と他の公共施設との間の通信に大きな影
響がありました。NECでは、この課題に対応するた
め、IP告知放送システムと、そのバックボーンにFWA

（Fixed Wireless Access）ネットワークを組み合わ
せた災害に強い公共施設間ホットラインシステムを
提案しており、既に被災地の小中学校などの公共施
設に納入しています。

本システムは、IP告知放送システムとFWAネット
ワークによって独立型のIP通信網を構築し、災害
時でも地域内の公共施設間で確実に電話やFAXを
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写真1　表彰を受けたNEC復興支援推進室
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使ったコミュニケーションが行える環境を実現したも
のです（図）。同時に、平常時には小中学校間の業
務連絡網や教育委員会から各小中学校への一斉連
絡などにも有効活用できます。

多様な連携による復興への取り組み
被災地の復興に当たっては地域住民や自治体、中

央官庁、大学・研究機関、NPO、民間企業など多様な
主体が協力していくことが必要です。NECは個別の団
体などとの連携の他、各地域の「まちづくり協議会」
なども通じて自治体や他企業との協力を進めています。

一例として株式会社リコーが中心となって発足し
た「セーブ・ザ・メモリープロジェクト」に顔検出/
顔照合エンジン「NeoFace」を提供し、被災地で回
収された写真の検索に活用いただいています。また
2012年3月には公立大学法人 会津大学と連携協
力基本協定を締結し、産学連携による復興支援に取
り組んでいます。

会津大学との連携・協力
会津大学はITの専門大学としての特徴を生かした

復興支援活動として、大手IT関連企業や会津大学発
のベンチャー企業などと連携しながら、福島県内への
IT関連企業の集積や雇用創出を目指したIT人材の育
成などを進めています。NECとの連携協定も、学術、
産業振興、人材育成の分野で協力を図るものです。

具体的には、高度なセキュリティシステムやエネル
ギーマネジメントシステム（HEMS・BEMS・SEMS
など）を導入したまちづくりなどの実証実験の企画・
実行、IT関連産業などの人材教育・育成、M2Mサー
ビスなどの共同研究及びベンチャー育成をテーマと
しています。この一環として、2012年10月から会津

大学においてNECラーニング株式会社の講師によ
るビッグデータ講座（全7回）を実施し、重要性が高
まっているビッグデータアナリストやコンサルタントな
どの人材・専門家の育成に貢献しています（写真2）。

被災地の復興と新しいまちづくりに向けて
被災地では高台移転、災害公営住宅の整備など新

しいまちづくりが本格化しています。この新しいまち
を、安全・安心で住民の方々がいきいきと暮らせるま
ちにするために、NECは前掲の4つの視点からICT
ソリューションを提供していきます。

また東日本大震災では、日本の各地域に共通する課
題があらためて浮き彫りにされました。高齢者の孤立化
や地域コミュニティの希薄化は都市部も含めた課題で
あり、また地域産業をいかに再活性化するかというテー
マには多くの地域・自治体が取り組んでいます。こうし
た社会的課題の解決に向けて、復興支援の活動のなか
で得られた経験を生かしていきたいと考えています。

関連URL
東日本大震災復興支援へのNECグループの取り組み
http://jpn.nec.com/eastjapan/index.html

図　公共施設間ホットラインシステム概要

写真2　会津大学でのビッグデータ講座
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気候変動（地球温暖化）への対応と環境保全
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遠隔地からの聴覚障がい者向け要約筆記作業支援システム
対話のきっかけとなる話題提供によるコミュニケーション活性化技術

◇ NEC Information
社会貢献活動のご紹介
NECの社会貢献プログラムの基本方針と活動事例
ICTによる復興支援への取り組み
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